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2006年1月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ394号

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
ド
コ
モ
・
モ
バ
イ
ル
渋
谷
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、
東
京

電
力
茨
城
支
店
、
Ｄ
Ｈ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
ピ
ー
エ
ス
ジ
ー
、
オ
ー

ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
ホ
ン
ダ
ア
ク
セ
ス
、
本
田
技
術
研
究
所
栃
木
研

究
所
、
本
田
技
研
工
業

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
杉
並
区
役
所
、
三
鷹
市
医
師
会
、
栃
木
県
指
定
自

動
車
教
習
所
協
会

●
学
校
／﹇
二
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
学
園

﹇
交
通
安
全
教
室
﹈＝
茨
城
県
立
松
丘
高
等
学
校

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｉ
･
Ｆ
･
Ｃ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
市
川
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初

級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス

テ
ー
ジ
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド

の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｎ
Ｓ
Ｘ
オ
ー
ナ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ホ
ン
ダ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
中
級
・
中
級
・
上
級
の
各
コ
ー
ス

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
Ａ
Ｍ
・
Ｐ
Ｍ
・
サ
ン
セ
ッ
ト
の
各
コ
ー
ス

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
、
Ｈ

Ｄ
Ｓ
初
級
半
日
・
バ
ッ
ク
半
日
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
セ
コ
ム
東
京
本
部
、
本
田
技
術
研
究
所
朝
霞
研
究
所

﹇
三
輪
﹈＝
本
田
技
術
研
究
所
朝
霞
研
究
所

﹇
四
輪
﹈＝
ド
コ
モ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
日
本
精
工
、
小
島
電
機
工
業
、
コ

ー
プ
ネ
ッ
ト
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、
関
東
電
気
保
安
協
会
職
員
本
部
、
東

京
ガ
ス
、
東
京
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
東
埼
玉
、

パ
ナ
ホ
ー
ム
、
ア
イ
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ワ
ブ
チ
、
視
察
体

験
会
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
チ
ー
フ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
本
田
技
術
研
究
所
朝
霞
東
研
究
所
、
本
田
技
研
工
業
埼
玉
製
作

所﹇講
話
﹈＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
千
葉
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
事
務
局
、

ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
パ
ン

●
学
校
／﹇
二
輪
﹈＝
杉
並
総
合
高
等
学
校

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ス
ト
・

バ
ラ
ン
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
・
レ
デ
ィ
ス
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で

バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ッ
プ
、
車
庫
入

れ
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
、
総
合
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
山
野
哲
也
ス
ポ
ー

ツ
＆
セ
ー
フ
テ
ィ

●
学
校
／﹇
自
転
車
﹈＝
湖
東
高
等
学
校
サ
イ
ク
リ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
ス
ク

ー
ル

●
一
般
／﹇
原
付
﹈＝
高
齢
者
講
習

﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
初
中
級
・
免
許
体
験
の
各
コ
ー
ス
、
取
得
時
講

習
、
初
心
者
講
習
、
ペ
ー
パ
ー
ラ
イ
ダ
ー
講
習

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
エ
ン
シ
ュ
ウ
、
静
岡
ガ
ス
、
ヤ
マ
ハ
、
視
察
体
験
会

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
富
士
市
役
所
、
横
浜
地
方
検
察
庁

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
中
級
・
中
上
級
・
バ
ラ
ン
ス
・
レ
デ
ィ
ー
ス
・

オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
・
ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
の
各
コ

ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ

ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
ス
ポ
ー
テ
ィ
＆
セ
ー
フ
テ
ィ

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
関
西
電
力
、
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ

ト
、
オ
ー
ル
ホ
ン
ダ
、
本
田
技
研
工
業
鈴
鹿
製
作
所

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
和
歌
山
地
方
検
察
庁
、
岐
阜
地
方
検
察
庁
、
神
戸

地
方
検
察
庁
、
名
古
屋
市
消
防
局
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
和
歌
山

●
学
校
／﹇
四
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
学
園
関
西
校

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
・
レ
ッ
ス

ン
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
・
ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
の

各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー

ド
・
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｎ
Ｓ
Ｘ
オ
ー
ナ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ポ
ル
シ
ェ
ク
ラ
ブ
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
セ
コ
ム
、
Ｂ
Ｐ
カ
ス
ト
ロ
ー
ル

●
一
般
／﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

﹇
三
輪
﹈＝
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、
ア
ソ
ウ
・
ア
ル
フ
ァ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト
中
九
州
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト

サ
ー
ビ
ス
九
州
、
視
察
会
、
チ
ー
フ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
官
公
庁
／﹇
二
輪
﹈＝
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
原
付
講
習
会

﹇
四
輪
﹈＝
壱
岐
支
庁
、
熊
本
県
警
察
本
部
交
通
機
動
隊
、
日
向
消
防
本
部
、

九
州
農
政
局
、
南
阿
蘇
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会

●
学
校
／﹇
出
張
講
演
﹈＝
熊
本
大
学

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
・
ト

ラ
イ
ア
ル
入
門
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・

サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス
、
ホ
ン
ダ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

活
動
短
信
●
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
　
１２
月

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
和
光

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８（
４
６
１
）１
１
０
１

ア
ク
ティ
ブ
セ
ー
フ
ティ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
５（
６
４
）０
１
０
０

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
９（
２
９
７
）４
１
１
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
松

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３（
４
３
７
）５
５
５
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３（
５
２
７
）１
１
３
１

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
３（
７
８
）０
３
８
７

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
福
岡

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
９
６
３
）１
４
２
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
熊
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６（
２
９
３
）１
３
７
０

11月30日、本田技研工業（株）法人営業部「2005年 感謝の
集い」がホテルオークラ東京（東京都港区）で行われた。会場

には法人営業部のお取引先様約190名が集まった。第1部は

「未来を拓く、人・安全・環境の取り組み」をテーマとした講演。

まず主催者を代表して、土橋哲・本田技研工業（株）専務取締

役日本営業本部長兼安全運転普及本部本部長が挨拶。さらに、

Hondaの環境安全技術と安全運転普及活動を紹介。「Hondaは

これからもハードとソフトの両面で事故を防ぐ努力をしていく」
と述べた。お取引先様からは、菊政美登志・スミリンエンター

プライズ(株)社長、 村義孝・ウエストジャパン興業（株）社

長が、講演を行った。自社の安全や環境

への取り組みを発表し、両社長とも安全

性能と環境性能の高さを評価して、

Hondaの車両を導入したと話した。

第2部は懇親会。会場では新型シビック
ハイブリッドのプレゼンテーションなどが

行われ、参加者の注目を集めた。

12月2日、Honda青山ビルにて「2005年ホンダ安全運転普及

本部年末ご挨拶会」が開催された。報告会では福井威夫・本

田技研工業（株）社長が「技術が進歩する交通社会において、

これからも主役が人であることは変わりありません。Honda

は安全運転普及本部設立以来、人に焦点を当てた活動を続け
てきたが、ITSを活用する時代になっても、お客様に安全を手

渡しする活動を国内外で行っていく」と挨拶した。

次に、河野光彦・本田技研工業（株）安全運転普及本部事務

局長が2005年の安全運転普及活動内容について映像を使いな

がら報告。さらに、2006年の活動方針が説明された。

来賓を代表して、影山幹雄・警察庁長官官房審

議官が挨拶。「交通事故防止活動は警察の力だけ
では十分にできない。安全運転普及本部が継続的

に実施している参加体験型の実践教育、地域に根

ざした交通安全活動は、たいへん心強い」と述べた。

続いて行われた懇談会では、土橋哲・本田技研

工業（株）専務取締役安全運転普及本部本部長、

矢代隆義・警察庁交通局長の挨拶が行われた。

TRAFFIC ADVICE
★交通安全活動をサポートする

（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
千
葉
（
千
葉
県
千
葉
市
）

で
は
毎
年
、
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉

で
安
全
運
転
実
技
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
は

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
10
回
行
わ
れ
、
合
計
で
約

２
０
０
名
の
社
員
が
参
加
。
今
回
、
内
容
に
は
新
た

に
飲
酒
運
転
体
験
が
加
え
ら
れ
た
。
同
社
総
務
部
労

働
担
当
（
安
全
衛
生
）
主
査
の
高
野
晃
さ
ん
は
、
こ

の
飲
酒
運
転
体
験
を
導
入
し
た
背
景
を
次
の
よ
う
に

語
る
。

「
業
務
中
に
飲
酒
運
転
を
す
る
社
員
は
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
は
本
人
の
モ
ラ
ル
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
が
よ
く
な
い
と
言
う

だ
け
で
は
、
人
ご
と
の
よ
う
に
し
か
と
ら
え
て
も
ら

え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
社
員
自
身
に
飲
酒
運
転
が
い

か
に
危
険
か
を
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

11
月
10
日
、
11
日
の
安
全
運
転
実
技
研
修
に
は

16
名
が
参
加
。
１
日
目
は
、
午
後
１
時
か
ら
、
飲
酒

運
転
や
携
帯
電
話
使
用
な
ど
に
関
す
る
道
路
交
通
法

に
つ
い
て
の
講
義
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
実
技
に

入
り
、
安
全
運
転
の
基
礎
と
な
る
運
行
前
点
検
や
正

し
い
運
転
姿
勢
を
学
び
、
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
で
は
Ａ
Ｂ

Ｓ
（
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
・
ブ
レ
ー
キ
・
シ
ス
テ
ム
）
体

験
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

午
後
５
時
、
夕
食
の
時
間
と
な
り
、
参
加
者
は

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
食
事
を
と
っ
た
。
飲
む
お
酒
の

種
類
や
量
は
各
自
に
任
さ
れ
て
い
る
。
１
時
間
後
の

６
時
、
ま
ず
参
加
者
は
計
算
問
題
を
解
く
。
ス
ト
ッ

プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
各
自
で
押
し
て
か
ら
計
算
を
始
め

る
。
全
15
問
の
解
答
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
ス
ト
ッ

プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
止
め
、か
か
っ
た
時
間
を
記
入
す
る
。

次
は
、
片
足
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
課
題
。
目
を
つ
ぶ

り
、
準
備
が
で
き
た
ら
手
を
あ
げ
る
。
そ
れ
を
合
図

本
田
技
研
工
業
（
株
）
関
西
法
人
営
業
所
は
咋
年
11

月
18
日
、
阪
神
自
動
車
学
院
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
で

「
安
全
運
転
セ
ミ
ナ
ー
in
大
阪
」
を
開
催
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
ク
ル
マ
の
物
理
的
限
界
と
危
険
予
測
の
大
切

さ
を
体
感
し
て
、
安
全
運
転
管
理
と
事
故
削
減
に
役
立

て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
近
畿
圏
の
お
取
引
先
様

29
社
か
ら
車
両
管
理
責
任
者
を
務
め
る
43
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
実
技
講
習
に
先
立
っ
て
、
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
病

気
は
肥
満
な
ど
が
原
因
と
な
り
、
睡
眠
中
に
呼
吸
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
病
気
で
、
日
中
に
急
激
な
眠
気
を
誘
引

し
、
大
き
な
事
故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
渡
部
雅

之
・
関
西
法
人
営
業
所
所
長
は
「
居
眠
り
運
転
は
単
に

寝
不
足
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
病
気
か
ら
も
起
こ

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
企
業
で
の
安
全
運
転
管
理

に
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

講
義
の
後
、
会
場
を
コ
ー
ス
に
移
し
、
ま
ず
「
車
速

と
停
止
距
離
」
を
見
学
。
教
習
指
導
員
が
50
km
／
ｈ
で

運
転
し
、
１
回
目
は
ブ
レ
ー
キ
ポ
イ
ン
ト
か
ら
１
秒
後

の
地
点
で
、
２
回
目
は
ブ
レ
ー
キ
ポ
イ
ン
ト
で
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
、
１
秒
間
の
空
走
距
離
を
計
測
。「
１
秒
間

の
空
走
距
離
は
18
m
あ
り
ま
し
た
。
危
険
の
発
見
が
早

け
れ
ば
、
空
走
距
離
は
短
く
な
り
ま
す
。
脇
見
や
集
中

力
を
欠
い
た
運
転
が
い
か
に
危
な
い
か
は
明
ら
か
で

す
」
と
説
明
す
る
。

次
に
参
加
者
は
、
３
人
１
組
と
な
っ
て
「
ブ
レ
ー
キ

ン
グ
」、「
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
」、「
危
険
回
避
」
を
教
習
指

導
員
の
運
転
す
る
車
に
同
乗
し
て
体
験
し
た
。「
ブ
レ

ー
キ
ン
グ
」
で
は
、
参
加
者
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
せ

ず
５
km
／
ｈ
、
そ
の
後
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て

10
km
／
ｈ
、
25
km
／
ｈ
、
50
km
／
ｈ
で
の
急
ブ
レ
ー
キ

を
体
験
。「
５
km
／
ｈ
で
も
急
ブ
レ
ー
キ
時
に
体
が
前
の

め
り
に
な
り
、
危
険
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
教

習
指
導
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
重
要
性
を
説
い
た
。

「
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
」
は
直
角
に
近
い
カ
ー
ブ
を
25

km
／
ｈ
と
35
km
／
ｈ
で
減
速
せ
ず
進

入
し
旋
回
。
後
者
で
は
ク
ル
マ
は
大
き

く
膨
ら
ん
で
回
る
。「
速
度
が
10
km
／

ｈ
違
っ
た
だ
け
で
、
こ
れ
ほ
ど
遠
心
力

が
違
っ
て
き
ま
す
。
カ
ー
ブ
手
前
で
の

減
速
は
安
全
運
転
に
は
不
可
欠
で
す
」

と
教
習
指
導
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

「
危
険
回
避
」
で
は
、
３
台
の
駐
車

車
両
が
並
ぶ
側
方
を
徐
行
と
30
km
／
ｈ

の
２
通
り
で
走
行
。
ど
ち
ら
の
ケ
ー
ス
で
も
、
駐
車
車

両
の
間
か
ら
子
ど
も
の
人
形
が
投
げ
入
れ
ら
れ
た
。
参

加
者
は
駐
車
車
両
の
脇
を
通
過
す
る
際
は
、
低
速
で
危

険
予
測
を
し
た
運
転
を
し
て
い
れ
ば
、
陰
か
ら
の
飛
び

出
し
な
ど
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

「
１
秒
間
の
空
走
距
離
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
ル
マ
を
運
転
す
る
上
で
、
危
険
予
測
の
必
要

性
を
理
解
で
き
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
参

加
者
に
も
好
評
だ
っ
た
。

ま
た
、
関
西
法
人
営
業
所
の
営
業
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、

朝
礼
後
や
会
議
の
合
間
に
少
人
数
で
開
催
で
き
、
効
果

も
高
い
危
険
予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）講
習
の
案

内
が
あ
り
、参
加
者
か
ら
開
催
要
望
の
声
が
あ
が
っ
た
。

渡
部
所
長
は
「
こ
れ
ま
で
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
講
習
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
近
隣
で
も
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

初
め
て
教
習
所
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
し
た
。
多
く
の

方
に
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
今
後
、
要
望
が
あ

れ
ば
他
の
地
域
で
も
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
語
っ
た
。

飲
酒
運
転
の
危
険
性
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
体
験
し
て
も
ら
う

交通安全活動を広げる

SAFETY
REPO

●本田技研工業（株）関西法人営業所

クルマの物理的限界と
危険予測の大切さを体感する

ュ
レ
ー
タ
ー
で
の
体
験
で
よ
く
理

解
で
き
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
に
お

酒
を
飲
む
社
員
に
は
、
飲
酒
運
転

が
危
険
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

ほ
し
い
の
で
、
次
年
度
以
降
も
飲

酒
運
転
体
験
を
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
高
野
さ
ん
は
話
す
。

に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
時
間
の
計
測
を
開
始
。
バ

ラ
ン
ス
を
大
き
く
崩
し
た
り
、
あ
げ
て
い
る
足
が
床

に
つ
い
た
ら
ス
ト
ッ
プ
。
さ
ら
に
、
白
い
線
の
上
を

10
ｍ
歩
き
、
そ
の
時
間
を
計
測
し
た
。

そ
し
て
、
ホ
ン
ダ
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
で
の
飲
酒
運
転
体
験
が
始
ま
る
。
参
加
者
が

運
転
席
に
つ
く
と
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
60

km
／
ｈ
ま
で
速
度
を
出
し
て
、
前
車
に
追
従
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
何
か
起
き
た
ら
、
対
処
し
て
く

だ
さ
い
」
と
指
示
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、60
km
／

ｈ
に
な
る
と
前
車
が
急
停
止
す
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
て
い
る
。
１
回
目
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
追

突
し
て
し
ま
っ
た
。
追
突
し
た
ら
、
最
初
か
ら
や
り

直
す
。追
突
し
な
い
で
停
止
で
き
る
ま
で
繰
り
返
し
、

停
止
で
き
た
時
の
空
走
時
間
、
空
走
距
離
、
制
動
時

間
、
制
動
距
離
が
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。

翌
日
午
前
９
時
、
今
度
は
飲
酒
を
し
て
い
な
い

状
態
で
昨
晩
と
同
じ
課
題
に
取
り
組
み
、
デ
ー
タ
を

と
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
デ
ー
タ

の
比
較
解
説
が
行
わ
れ
た
。
飲
酒
を
し
て
い
な
い
通

常
時
に
比
べ
る
と
、
飲
酒
運
転
の
際
は
反
応
時
間
が

長
く
な
る
こ
と
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
力
が
弱
く
な
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
計
算
問
題
や
片
足
バ
ラ
ン
ス

で
も
記
録
は
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
参
加
者
は
認

識
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
少
し
で
も
お
酒
を
飲
む
と
、

運
転
に
対
す
る
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
こ
と
が
シ
ミ

実技講習に先立って行わ
れた睡眠時無呼吸症候群
についての講義

写真上／矢代隆義・警察庁交通局長
写真下／福井威夫・本田技研工業（株）社長

●本田技研工業（株）法人営業部「2005年 感謝の集い」

未来を拓
ひ ら

く、人・安全・環境の取り組み

NEWS REVIEW

参加者はお酒を飲んだ状態で、計算
問題を解いたり、片足でバランスを
とる課題なども行った

Hondaドライビングシミュレーターで
飲酒運転体験を行う参加者

実技のABS体験も参加者には好評
だった

危険予測をしていれば、駐車車両の間から人が飛び出してき
ても対応できることを参加者は実感

写真上／土橋哲・本田技研工業（株）専務取締役日本営
業本部長兼安全運転普及本部本部長　写真下／お取引先
様からも、自社の安全・環境への取り組みが発表された

「ブレーキング」では5km／hから50km／hまで
のさまざまな速度での急ブレーキを体験

[（株）ＮＴＴ東日本―千葉]

●2005年ホンダ安全運転普及本部「年末ご挨拶会」

お客様に安全を手渡しする活動を
国内外で継続する




